
流　行　と　林　木　育　種

梅　　本

ミニスカートが流行しはじめたころは、なんだ

かんだと言われたが、いつしか時がたつにつれて

生活の中に定着してしまった。脚のスラッとした

若い人のミニは見た目にもすがすがしいが、なか

にはどうかと思うような姿もまま見うける。やは

り流行も自分の身体にあったとり入れかたをして

はじめて生きてくるものだということもよくわか

る。

採種木、採穂木の仕立て方もミニ、マキシいろ

いろ議論のあるところであるが、これもその土地

の環境条件に合った仕立て方をとるのがよいので

なにも一律のやり方をする必要はサラサラない。

官庁の仕事ではなにか基準をつくって、それに合

わせなければならないという意識がいつもでてく

る。その結果悪い面では実態に多少合わなくとも

いたしかたないとする場合や、積極的に新しいや

り方を創造してゆくことはしないというような形

がでてくる。

育種の仕事は未開の分野をきりひらいてゆく仕

事であり、しかも各県ともほとんど同時にスター

トしたので先例がないので、他の機関のよいとこ

ろをとり入れるのは結構であるが、みずから技術

の開発をしていく気慨が必要である。とくに各県

の環境条件はみなちがっているのであるから。

科学の進歩とともに社会の動きのテンポがはや

まってきたので、われわれも世の動きに敏感でな

ければならぬ。しかし婦人服の流行のように林業

が流行を追ってクルクルかわっていくことは、全

くナソセンスである。ところがそのナンセスが実

際におこなわれているのである。小丸太の値がよ

いと密植にはしり、ヒノキが高いとマツやスギを

やめてヒノキを植える。その結果いろんな被害を

うけている事実をみなさんはよくご存知であろ

う。林業では結果がでるのほ数十年も先であるこ

とはよくわかっている筈なのにこのようにおろか

なことがくりかえされているのはどうしてだろう

か。いまの世の中は十年先の見通しをつけること

さえ容易でない。したがって林木育種事業では目

先の流行にまどわされずに、健全な森林をつくる

ことに徹することが肝要であろう。たとえ木材の

用途がいかにかわろうとも、森林の必要性がます

ます増大することは否定できないと考えられるか

らである。　　　　　　　　（東北林木育種場長）

各位のご協力により発刊以来40号を重ねる

ことになりました。本号を意義あらしめるた

め管内の関係場長・課長さん方からそれぞれ

特色のある玉稿をいただきました、ご一読を

こう次第です。

紙数の都合で今回割愛した国有林の方々に

は今後企画致しますのでご了承願います。

（編集員）
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林木育種も試験研究である

島　　　　　陸奥男

林木育種という言葉をはじめて知ったのは、昭

和33年頃である。当時は、それに直接たずさわる

身になろうとはツユ知らず、なんとなく聞き流し

ていた。

青森県林務課に奉職した36年の夏に、ある計算

をさせられたが、いま考えると、選抜した精英樹

と周囲木の生長差のF検定であったと思う。この

あたりが育種事業とのつきあいはじめである。

さて、育種といえば、さしあたり一般の人々に

なじみのあるのは、農・園芸作物のそれであろ

う。青森では米とりんごが代表である。

毎年秋にひらかれる県農試・りんご試の参観デ

ーには、大勢の見学者がバスを連ねてくるが、中

には不心得者もいて育成中の稲の穂をしごきとっ

たり、ツギ穂にするため、りんごの枝先を折った

りなどの被害が多いので、その防止策に苦労して

いるという。

農・園芸の場合は、国・県でおこなう育種は試

験研究の場である試験場がやっているので、気の

早い栽培者に狙われるというわけである。

一方、林木育種事業は、ごく基礎的研究は別と

して、国・県とも林試ではなく、林木育種場が直

接それを担当してきたのである。

同じ育種の仕事をしていて、他の部門では研究

職としてむかえられているのに、林業でそうでな

い点に何かわりきれないものを感じるのは、私だ

けであろうか？。

育種事業は事業であって、試験研究でないとす

るなら、それでは事業とはなにかを考えてみなけ

ればならない。言葉の定義は別にして、私なりに

は、あらかじめの調査研究によって、たてられた

手順、方法にしたがってすすめる仕事だと考えて

いる。仕事の手順、方法があらかじめ決まってい

る、いわばルーティン・ワークである。

林木の育種は、他の農・園芸作物ほどに、育種

の方法、手順がはっきり解っているだろうか？

育種関係の本をみても、例として出てくるのは

きまって林木以外のものばかりが多い。また私の

ようなものにも、よく理屈が解るような気がして

くるほど、はっきりした理論と実際が述べられて

いる。林木の場合より手順、方法ははっきりして

いるように思われるのである。

こう考えてくれは、農・園芸作物の育種のほう

が、むしろ事業に近いのではないだろうか。

林木育種事業が発足して15年になるがここまで

いたる過程にもいろいろ技術的問題が生じたよう

である。

スギクローンの発根不良、採種、採穂台木の仕

立て方や樹型誘導のやり方、また結実促進の問題

など、どれひとつとっても、あらかじめ十分に解

明されていないことばかりであった。

その都度、問題解決のため関係者は研究をくり

かえしてきたのである。業務のうちに試験研究が

しめる割合は大きいのである。

林木育種も試験研究であると言いたい。

私どもの職場は広大な用地を必要とするので、

都市部からはなれた交通不便なところにおかれて

いることが多く、本人と家族の生活も制約される

面が大きい。

また業務の性質上、好む、好まないにかかわら

ず、どうしても勤務期間が、一般行政機関にくら

べて長いことが要求される傾向がつよいと思われ

るのである。

今後も林木育種事業を円滑にすすめてゆく手段

のひとつとして、育種場に勤務する職員の給与面

その他の待遇の向上も必要と思うのである。

（青森県林木育種場長）
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林木育種事業あれ　こ　れ

和久井　　光　　雄

はじめに．

先般東北林木育種場より『東北の林木育種』40号を記

念し管内各育種場長より育種の仕事を進める上での信

念、抱負等の記事を集録いたしたいとの依頼があったが、

昨年4月からこの仕事に従事したばかりで日が浅く、更

に日頃不勉強なので、こと改めて投稿というほどのもの

ではないが、創刊以来6年有余にわたり継続して発行

し、技術指導と情報交換に大いに寄与されたことに対し

感謝と敬意を表するものの一人として思いのままに述べ

させていただきたい。

1）採種穂園の体質改善等について

先ず、カラマツ採種園のことであるが、当初採種園設

定計画を樹てた頃は、その造林面積を年間1，100haとみ

て、これを基礎として14haの面積を算定し、5年間にわ

たってこれを造成したのである。しかし時世の移り変わ

りは如何ともしがたく、近年におけるカラマツの造林は

当初計画の半分程度の500～600haしかなされておらない

状況である。これからすれば採種園の面積も現在の半分

程度に縮少してもよいと考えられる。しかも現在は極く

僅かの採種量しかないことから勘案するに、他の樹種に

転換した方が賢明なようだ。下刈り、薬剤散布等維持管

理は毎年行なわなければならないし、その経費も馬鹿に

ならない。こんなことから、カラマツ採種園のうち一部

はスギの抵抗性個体による採種穂園に転換しては……と

自分なりに思案中である。次に、スギ採種園について

は、発根率の低いクローンは淘汰し、比較的よいものを

残し、これを育成管理して行く方向に進んではと考え

る。育種事業である以上試験研究業務とは、その進む方

向は基本的には違うと思う。何時までも試験とか調査と

か言ってはおられない。参考までに本県のスギさし木

の発根性調査結果（46年度）をあげれば次のとおりであ

る。

80％以上1クローン、70％～79％4クローン、60％～

69％1クローン、50％～59％8クローン（小計14クロー

ン）49％以下54クローン（うち29％以下32クローン）平

均すれば34．1％（これは無処理、露地の場合でありオキ

シベロン処理は70～80％まであがる）。

なお、発根率のよいものはさしほで、悪いものは育種

場でさし木苗養成して供給してはと考えている。いずれ

さし木苗は将来採穂園からの採ほ状況が満度になった場

合でも、スギ苗必要量の全量の10％（1，400千本位）以

下の僅少の量を目やすとしているので、むしろ抵抗性個

体選抜事業の推進と相まって、耐寒性のものの中で発根
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のよいものをさしほで供給、悪いものはさし木苗養成

し、これを寒風害地区に造林するよう指導しては……と

考えている。

2）育種事業の普及について

本県においても、種子とさしほが事業的に生産される

段階になり、ここ2～3年後には実際に育種苗が造林さ

れようとしている。また改正種苗法のもとで育種的認識

をもって種苗行政も推進されている今日、育種苗のPR

と次代検定林的性格をもった展示林施設を数多く設ける

ようにしてはいかがなものだろうか。そして国でもこれ

に助成するとか、または造林補助率の嵩上げ等をして強

力にPRに努めることもあって然るべきだと考える。育

種事業の基本的ねらいは造林の質的向上にあるのだか

ら、よい素質をもったものの実証をし、それを造林者に

見せて納得させるものがよいと思う。森林組合側はいず

れ補助金の多いことについては1も2もなくひれ伏しP

Rのため懸命に努力することであろう。林野庁にも強く

働きかけ、是非実現を図りたいものだ。

なお、49年に本県で行なわれる第25回全国植樹祭に使

う苗木は、県の木「南部あかまつ」と決定し、10万本生

産を目標にわが育種場のあかまつ採種園産の種子を主と

して東北林木育種場及び十条製紙北上林木育種場採種園

産の種子を恵与してもらい、本春播種した次第である。

これは精英樹Fl苗木のPRを図ると共に、育種事業の

今後の発展のための措置と言っても過言ではない。

3）採種穂園育成管理費の国庫助成の拡充について

従来の台木剪定整枝のほか施肥、下刈り及び薬剤散布

等を今後永続して行なう作業種目（本県におけるこれ等

に要する事業費は育種事業費総額の約50％を占めてい

る）にも国庫助成を要望いたしたい。これについては各

県各位の意見統一が必要となってくるであろう。

4）国立林業試験場及び同林木育種場と道府県との連

けいについて

国の関係機関においては試験研究を大いに行ない、そ

の成果、または中間的結果について事業実施体の県に対

し常に指導する態度をとるようお願いする次第である。

（従来も指導頂いているが、なお一層の指導をお願いす

ると共に、各種施業の体系化の確立を図ってほしい）

おわりに、寒さにも、病気にも強く、しかも早く育つ

木を作らんと希望をもって職員一同は頑張っている。

以上思うがままに意見がましく述べてみたので各位か

らのご批判ご指導を頂ければ幸いと存ずる次第である。

（岩手県林木育種場長）



4 東　　北　　の　　林　　木　　育　　種

育種苗実用化のための展示林設置の必要性

斎　　藤　　錦　　也

精英樹選抜による育種事業の進展は、すでに数年来よ

り第1次事業用種苗の民間への配付がなされており、本

県の場合ここ数年を出でずして本格的な供給がなされよ

うとしている現状です。その現状および育種々苗の流通

と普及については、林木の育種73号（1972－5）に記述

したとおりで、その拙文に対し、同号で戸田良吉先生よ

り「クローンの混植と単植」と題されて賢重なご意見を

頂戴いたしました。このことにつきましては、別な機会

にくわしくご指導頂けることを期待いたしておりますの

で、それはそれとして、当試験場として現在もっとも頭

を痛めている問題は、採穂園の体質改善をどう進めたら

よいかということと共に、育種々苗の実用化の足がかり

をどうつけるべきかということです。

採穂園の体質改善については、適切な指示および指導

を願ってばかりもおれないので、今年度から少しずつ手

を加えようとして計画中で、このことについてはふれま

せんが、後者の育種々苗の実用化の足がかりの一つの手

段として本県で本年実行したことと、来年以降実行しよ

うとすることについてその考え方を述べてみます。

実用化の足がかり、要すれば一般林家に対するこの種

の啓蒙普及ということになりますが、本県の場合スギ、

アカマツの育種苗については試験場において生産された

山行苗は次代検定林、或いは試植林を含めてスギ65万本

アカマツ132万本に達しておりますが、まだ1本も．林家

に配付しておりません。すべてが県営造林用に使われて

きております。次代検定林にいたしましても、その年の

県営造林の計画地に設定されておる実情です。

このことは本県の育種事業の進展のうえに、或いは検

定前の育種苗の危険負担の意味において極めて有効であ

ったことを感ずる反面、県有林、県行造林地はご多聞に

洩れず、その地域のうちでも奥地に介在している関係か

ら、一般林家に対する啓蒙普及には、ほとんど役立って

いないことを深く反省させられます。

また採種園産種子については、これまでスギ20kg、ア

カマツ241kg、クロマツ5kgを森林組合連合会および農

林種苗農業協同組合を通じて配付しておりますが、生産

された山行苗木が誰に渡り、どの造林地に植栽されたか

は、現状ではその把握が極めて困難なものがあります。

この面についても早急に検討の要がありますが、このよ

うな本県の実情を踏えて第1次事業用種苗の供給本格化

の段階前に一般林家に対する啓蒙を前両に押し出してゆ

くことが必要であるとの考え方に立って、今春県内造林

者のうち育種苗を積極的に希望し、かつ育種苗の性格と

次代検定の一助としての情報源、および地域内森林所有

者に対する展示効果のねらいについて、深く理解し協力

を約される団体（市町村および青年の山造成金）、および

研究熱心な林家を対象として、スギおよびアカマツの系

統苗を有償で配付することを計画したところ、11団体、

1林家から是非という申し込みがあり、数量に限定あり

ましたので、スギさし木苗4，470本、アカマツ39，390本

を配付し、植え付けを終わっております。

これらの植栽要領等については次のとおりです。

（1）1団体当りの配付系統は造林地最寄りの系統を主体と

してスギにおいて6～20系統、本数で300～1，750本、

アカマツは8～20系統、本数で2，000～15，000本とし

た。

（2）植え付けはスギ、アカマツともできれば系統毎に表示

して植栽する。

（3）この造林地の性格は事業目的と展示林の両面を果たせ

るよう考慮し、植栽木の配置図および生育調査等実施

した場合には、その記録を保存するとともに当試験場

が必要に応じて林分調査等実施する場合には、これら

の資料の提供と調査について便宜を図る。とされてい

ます。

このケースは造林者の手軽さなどを考慮して系統毎の

植栽方式をとりましたが、戸田先生のご指摘もあること

なので十分検討を要するところです。今回の配付で特に

感じたことは一般林家においては育種苗に非常に期待し

ていること。と同時に今後名実ともに展示林として設定

する場合には将来招来するかも知れない危険について招

来しないような方法なり、一部危険負担をする意味で苗

木代の助成措置など講じて実行に移すべきものと、目下

検討中で、できれば48年度から助成の道の開けた正式な

展示林の設置を考慮しております。

これらについては、いろいろ問題点があろうと思いま

す。ご指摘、ご指導を頂ければ幸いです。

（宮城県林業試験場長）
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育種研修のあ　り　方

林木育種事業は一般の林業技術者にとって「と

っつきにくい」という気持ちがあることは否定で

きない。また、林木育種場は試験研究機関である

とさえ思っている人もいる。職場の人事交流は業

務の活性化にもっとも有効な手段であるが、その

ためには育種研修のあり方を考える必要があろ

う。

農林省には農林研修所が、国有林には林業講習

所があり、それぞれ目的に応じた研修計画が組み

こまれてフルに活動している。そのなかへ林木育

種研修をわりこませ、内容の充実した研修を国と

県の両方の職員に受けさせることは、種々な事情

から考えて非常に困難であろう。

効果的な育種研修をおこなうには、国・県の林

木育種場の実態に立脚し、研修の目的を明確にし

て、独自の研修計画を自らの手でつくるとともに

研修制度上の位置づけをはっきりさせておく必要

がある。

育種研修を中央研修と地方研修に分け、中央で

は国・県の林木育種場の新任幹部を対象として林

野庁が実施する。内容は、造林行政、林木育種事

業の基本方針、育種遺伝学、諸外国の林木育種事

情の概要等を中心にし、内容に応じてそれぞれ適

切な講師を依頼する。いわゆる現任（者）研修で

ある。

地方研修は管轄の国・県の林木育種事業の担当

者のうち係長、主任級を対象とし、国立林木育種

場（本場）長が実施する。内容は実務こ直結し地

方色のある教科と現地の実習をもりこむ。必要あ

れば原種関係と経営、種苗関係とに分けてもよ

い。これも現任（者）研修である。

地方研修の場合とくに必要なことはテキストを

つくることである。テキストは国の育種場（本支

場）が県の育種場の協力をえて作成する。これは

研修用として講師にも研修生にも必要であるだけ

でなく、平素の業務上の参考書としても非常に役

立つ。

つぎに、国立林木育種場の職員については、国

有林野事業職員研修規程との関連をどうするかを

5

水　　田　　輝　　弥

きめておかねばならない。とくに、研修と任用と

の関連の処理についてである。

林木育種場（本場）長は、毎年その管内（支場

管内を含む）の係員で一定の資格要件をそなえた

希望者に対し、林木育種業務に関する出題で選抜

試験をおこない、あらかじめ最寄り営林局長と協

議決定した所定数の合格者をきめる。合格者は研

修規程に定める養成研修普通科の選抜試験合格者

と全く同様の扱いで、最寄りの営林局のおこなう

研修に参加させ、広く国有林の業務全般について

知識を習得せしめる。研修終了後ほ育種場の係長

はもちろん営林署の主任、係長への任用資格を与

える。

高等科研修については、すでに林木育種場長と

営林局長とが協議のうえ、研修受講者をきめる道

が開かれているので、現行制度上問題はない。将

来、育種専門官が設置されることになれば、養成

研修専門科に林木育種部門を新設することが必要

になる。

前記の中央研修・地方研修については、便宜上

研修規程第33条を適用することにすれば、県の職

員の参加が可能となる。講習所の収容力が不足す

るため実施困難であれば、国立林木育種場など適

当な場所を選定すればよい。

要するに林業全般の特殊な一部門である国立林

木育種事業の担当者に、営林局、署の職員との間

にハンデキャップをなくして任用の道を開くこと

が必要である。また、林木育種事業は民有林、国

有林を通じた事業であり、県の育種担当者もに有

効な研修受講の機会を国の手で設ける必要があ

る。

（奥羽支場長）

遡フ
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「東北の林木育種」が40号を迎えるとは早いも

ので、誠におめでとうございます。あらためて創

刊号から目をとおしましたところ、2号付録とし

て「林木育種関係者名簿」をみつけ、懐しいお名

前を多数発見して、過ぎた歳月と、人の移り変り

の早いのに驚ろかされました。私も、本県の林木

育種場設立と同時に赴任しましたが、当時は、林

木の育種の実際はどうするのか全く理解できず、

ただ馬車馬のように、さしき、つぎきを実施し、

採穂園、採種園の造成に夢中でありました。当時

は、職員も少なく、建設の事業量は大きく、育種

事業の労苦もさることながら、育種場建設の労苦

がはるかに大きかったようです。土地、作業員、

建物、予算、職員の問題等、かず限りなく生じま

した。9年経た今でも、完全に解決できず懸案事

項となっているものもありますが、右往左往した

当時に較べ、歩むべき幹線は一応敷かれたと見る

べきでしょう。他県からも、本県以上の苦心談は

蔭ながらおききしていますが、なかなか公表され

たことがないので、これを機会に本県のやりくり

を公表し、記録を残すことも意義のあることと思

います。

人が生活するには、飲料水は欠くことはできま

せん。育種場の運営には、この外に事業用水もま

た必要欠くべからざるものであることは勿論で

す。そこで、この事業用水をうるために、場内に

ある湧水の一つを利用して、底なしのコンクリー

トの枠を作って貯水槽とし、スプリンクラー及び

消毒などに使用するよう事業を計画した。丁度、

湧水のそばに溜池があって、この水は農業用水と

して使用されているが、場内で使用する水量は、

水田に統べ僅かであり、しかも湧水そのものも少

ないので、苦情などは出ないものと工事にかかっ

たところ、とたんに下流耕作者より待ったがかか

り工事中止となってしまった。つまり、産業用溜

池利用者等は、溜池に流れ込む場内の湧水3ヵ所

について、昔から餅をついて水神を祭ったもので

水の利用権は当然自分達にあり、もし干ばつで溜

池がかれたら大変なので貯水槽は建設しないでほ

しいということであった。赴任以来お祭りは見た

林

水

木　　育　　種

鈴　　木　　佑　　一

ことはないといっても、今更水かけ諭である。湧

水が場内にあるのに利用できないのは、なんとも

具合の悪いものである。しかも、ようやく県単で

スプリンクラー等の予算をとったのに、みすみす

返上するのはどうしてもシャクである。お互い日

中は多忙のため、事務所で夜の話合いとなり、農

林の共存共栄を訴えたり、誘致企業（育種場用地

は町有地）となったり、つい話に夢中になって終バ

スに乗り遅れたことも何回かありました。結果は、

（1）現在の湧水面高を、貯水槽の水面高とする。

(2)干ばつの時は、ポンプで湧水を池に放水する。

ことで手締め酒となり、工事再開、スプリンクラ

ーを建設できる運びとなった。工事施行して、湧

水地盤は軟岩で、そのあたり一面から湧水してお

り、農業用溜池の水位が低下すれば、湧水はじわ

じわと、溜池の方に浸透し、貯水槽の水位もさが

るらしいと判明し、無駄な電力を浪費せずに現在

に至っているのは幸いなことである。

湧水の水利権をしらされ、利用回数も水量も少

ない遠い採種園には、井戸を掘ろうとしたのがそ

の翌年であったと思う。県庁よりボーリングマシ

ンを借りて、真夏の干天時に実施したが掘る場所

が悪いようであった。そもそも採種園は、機械力

導入を考慮して、ブルトーザーで整地してあるた

め、小峯、小沢が不明で水脈がわからず、水はで

るが直ぐ枯れる井戸しか掘れなくて失敗に終わっ

た。そこで水溜り場所を作るために手掘りと決め

たが井戸を掘る技術者がいない。やむを得ず作業

員で掘ることにしたが、土がくずれないか、ガス

が出ないか、万一を考え色々な手段を講じて実施

したものの、作業時間が終わるまで不安と緊張の

連続であった。3ヵ所掘って、2ヵ所成功し、水神

に御神酒を捧げた時は、頭のさがる思いであった。

最近、水資源の利用について色々といわれてい

るが、このくらいの苦労で水を豊富に使用できる

ならば、苦労したかいがあるものと言わねばなる

まい。報われる労苦は、しがいもあるが、育種場

設立以来、いまだに報われないものもあり、今後

もまだまだ苦労は続きそうである。

（山形県林木育種場長）
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林木育種事業に期待する

駒　　林　　広　　一

本県において本格的に林木育種事業を開始して

から今年で早くも17年目を迎えました。昭和30年

度から林業の生産性の増大と質の向上をはかるこ

とを目的として、育種事業の母体となる精英樹を

県下各地の優良林分から選抜することにより育種

事業の第一歩を踏み出したのであります。

その後は、これら精英樹を基に優良種穂採取の

基盤となる採種園　採穂園の設定を事業の根幹と

して育種事業の推進に努力して来ました。本県は

地理的にみて海岸線に沿って細長く広大であるた

め、また、育種事業は民間の協力を得て強力に推

進すべきであるとのことから、採種（穂）園は県

有地および民地の借上げにより各地に分散して設

定を行ない、昭和45年度には当初予定した48．3ha

の採種（穂）園の設定を完了し、育種事業に着手

して15年目でようやく基盤の整備が終了した。こ

の間、試験研究の蓄積と試行錯誤をくり返し、よ

うやく育種事業実用化の段階を迎えました。

一方、昭和45年には種苗法の大改正により、こ

れまで法的位置付けのなかった育種事業が優良種

穂の採取源である「育種母樹林」として法的に確

固たる位置を占めることとなり、将来の造林に必

要な種苗の大部分を育種種苗でまかなうという責

務が明確にされ、育種事業にとって大きな自信と

なったところです。

このような状況のもとで、本県においてはスギ

の穂木、およびさしき苗　アカマツF1苗木は昭

和44年度から、また、スギ・アカマツFl種子に

ついては今年度から一般に売払いを実施して、育

種事業の実用化に向ってスタートを切っておりま

す。

現在、まだ量的には少ないが、このうちここ数

年の間に飛躍的に生産が期待できるスギ穂木につ

いて、本県は実生苗生産の多いことから、スムー

ズに実用化するためには種々問題があると思われ

ますが、採種（穂）園の体質改善　育種苗生産技

術の確立、精英樹の早期検定により円滑な事業の

推進をはかりたいものと思っております。

現在の精英樹は材積成長に重点をおいて選抜さ

れており、諸害に対する抵抗性については次の段

階で検討することとなっています。

近年は造成地が奥地化の傾向にあり、諸害に対

する抵抗性の強い品種の創出が要求されておりま

す。

本県では雪が造林推進上大きな阻害要因となっ

ており、雪を克服する技術の開発研究を実施して

います。

なかでも、育種事業においては昭和38年度から

4年間にわたり、耐雪性母材料27個体を選抜し、

現在、県営原種苗畑にクローンを集植してありま

す。

今後は、現在行なわれている耐雪性育種事業の

強力な推進と合わせて、これまでに選抜された耐

雪性材料の早期検定を行なうことと、精英樹の次

代検定においても耐雪性について十分検定するこ

とにより、早期に耐雪性品種を創出して造林事業

の推進を図る方針であります。

造林の成果をあげるためには、造林地の環境に

あった造林技術と苗木の遺伝的素質が必要であ

り、本県においては耐雪性を重点とした遺伝的素

質のすぐれた苗木を供給することが育種事業の大

きな使命であります。

林木の育種は樹木という長い寿命の生物を相手

とし、自然環境差の大きい山で、その実効をあげ

ねばならない非常にむずかしい問題があり、育種

事業を軌道に乗せ優良な遺伝子を持った育種苗に

よる造林を推進するためには、まだまだかなりの

時間が必要と思われますが、今後は耐雪性を中心

とした育種事業の強力な推進により、森林資源の

増大をはかりたいものです。

以上のように林木育種事業は極めて重要な林業

技術であり、今後大いに期待するものでありま

す。

（新潟県治山課長）
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％穂　　作　　り　％

各育種場長の寄稿による40号記念の″東北

の林木育種″特集号の企画承りましたものの
これまで、森林土木とか、林構に比較的長く

従事し、育種は勿論、樹苗　造林等に直接関
係したことのないまま、4月に育種場勤務を

命じられた身では、ご期待に充分には沿いか
ねる面もあり、幸い同僚の武田英文技師が実

施した穂作りについての一文があるので、こ

れをもって紙面を埋めていただくようご配慮
願います。

なお、今後の仲間入りについてよろしくお
願い申し上げます。

秋田県林木育種場長

佐々木　徳三郎

春はもっとも忙しい時である。クローン養成のための

さしつけ、床替といったものに加え、最近の時代の波に

乗った緑化苗木の育成、それらの梱包、発送は育種場が

大きな比重を占め、しかもそれは年々増大の傾向にあ

る。さし木はこの時期に穂取、穂作り、水仮植薬品浸

漬、さしつけ、そしてヨシズ設置と労働力を一時期に集

中的に必要とする。なかでも穂作りは荒穂を適当な大き

さに剪定鋏で切る、それを鋭利な小刀で楕円形切り返し

とする。そしてそれらを束ねるといった具合に多くの人

数がかかる。いままでの楕円形切り返し法を剪定

鋏による直角切りに変えると、工程がはぶけ穂作

りの作業能率があがる。1人1日当たり穂作り数

は800～900本だが、剪定鋏による直角切りにする

と4割程度能率があがると考えた。この穂作り工

程には低温貯蔵庫から取り出し水仮植、薬品浸漬

表－1

∴一一㌦
】‾

！1

までを含んでいる。直角切りと楕円形切り返しで！
は、さし穂の吸水面積に余り差がなく、切断面の1

床土との密着の点も圃場がやや粘質が強いので問

題なく、したがって剪定鋏による直角切りでも発

根成績に差がでないのではないかと、図－1のと

おり、さし穂基部の切口の違いによる発根試験を

行なった。試験区は剪定鋏による直角切り、鋭利

な小刀による楕円形切り返し（切口の長さ約6
I

】

武　　田　　英　　文

ぐヨシズを設置した。

試験結果は表－1の通りである。

試験区のさしつけ数が多いのもあり、また中途半ばな

数字なのは事業と平行しての試験だったからである。発

根率はどのクローンでも直角切りが悪く、鹿角2号、雄

勝1号では約20％も開きがあった。枯損についてみてみ

ると北秋田1号を除き直角切りが楕円形切り返しよりも

図－1　　　　　　基　部　切　口

］
（切目長さ約6m）（切口長さ約12mm）

直角切り　　　　　　楕円形切り返し

大巾に多い。楕円形切り返しどうしの比較では両者に大

きな差がなく、しかもクローン間にバラツキがあり、こ

れから優劣は認められなかった。

直角切りでも発根成績において楕円形切り返しと差は

ないだろうと思い、そうだとすれば直角切りの方が、穂作

りの作業能率があがって好都合といった当初の考えは、

表－1の結果から楕円形切り返しがすぐれていると認め

られたので改めた。今春の穂作りは今まで通りの方法・

工程で実行した。　　　　（秋田県林木育種場技師）
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mm）、同じ楕円形切り返しでも吸水画積を多くし

たもの（切口の長さ約12mm）、と3つに分けた。

各試験区とも穂木の取り扱いは次の通りである。低温

貯蔵庫から取り出しそれぞれに穂作りしたのち一昼夜水

仮植を行ない、その後インドール酪酸（100p．p．m）に

24時間浸漬したのちさしつけを行なった。さしつけ後す
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